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・清がイギリスに アヘン戦争 で敗れる。 

 イギリスに 香港 割譲、アヘン貿易黙認 

→衝撃を受けた幕府、異国船打払令を緩和  

  天保の薪水給与令 に改めた。 

 

 オランダ風説書をパワーアップ 

 →別にもっと詳細な 別段風説書 提出 

 

・オランダ国王、開国勧告の親書→拒絶  

 

 

 老中首座  阿部正弘  の時代 

 

・ ビッドル が浦賀に来航、開国を要望 

 →拒絶。  

    

・ ペリー  が浦賀に来航、開国を要求 

   

 

・アメリカ フィルモア 大統領の国書 

 要求…①アメリカ船の補給港、②通商 

 

・来年また来ると言って一度帰る 

 

・阿部正弘、譜代、外様を問わず諸大名 
 幕臣、庶民に広く意見を求める。 
 

 水戸前藩主 徳川斉昭 …断固打ち払え！ 

 足軽 勝海舟 …海外貿易と海軍学校提案 

 

・日米和親条約（ 神奈川条約 ）  

・大都市 神奈川宿 で条約調印。 

①難破船の救助、燃料･食料補給を行う 

 下田 ・ 箱館 の二港を開港 

②日米 eitherの求めで下田に領事設置 

③ 片務的最恵国待遇 を認める。 

※通商開始を開国とすれば、日米和親条約は 

 開国ではない。当時日本人もそういう認識 

 ロシア使節 プチャーチン が長崎に来航  

→オランダ･イギリス･ロシアとも和親条約。 

  

1854 日露和親条約  

① プチャーチン と調印 

②長崎も開港 

③ 択捉島 以南が日本領 

④ 得撫島 以北がロシア領 

④ 樺太は両国雑居   

 

幕政の転換…安政の改革 

① 大船建造 の禁解禁 

②長崎に  海軍伝習所   

③江戸に 講武所 〔西洋式軍事訓練〕 

 

④江戸に 台場 築造、伊豆に 反射炉 設置 

⑤蛮書和解御用→洋学所→ 蕃所調所 に発展 

⑥徳川斉昭を海防参与に。 

 

 老中首座  堀田正睦  〔開国派〕 

・総領事 ハリス 下田に着任。幕府衝撃。 

・英、仏連合軍が アロー戦争 で清を破る 

・条約調印の勅許〔 孝明天皇 〕を要請 

 →しかし、勅許は出ない。堀田は失脚。 

 

大老  井伊直弼  〔保守派〕 

・ 大老 に就任 

・日米修好通商条約（ 下田条約 ） 

① 無勅許 での調印 

②神奈川･兵庫･箱館･長崎･新潟 開港  

 ※実際は神奈川の代わりに 横浜  

③開港場に 居留地 設ける 

④ 領事裁判権  を認める 

 

⑤ 関税自主権の欠如  〔協定関税制〕 

・安政の五か国条約 

  アメリカ、オランダ、イギリス、フランス、ロシア 

  とも結ぶ。
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